
経 済 日 誌
１月

P＝ポイント

国　　　　　　内 県　　　　　　内

５日 豊洲初競り、一番マグロ１億1,424万円で落札

東京・豊洲の東京中央卸売市場で新春恒例の

初競りが開かれ、注目の「一番マグロ」は青森県

大間産のクロマグロ238キロで 1 億1,424万円

の値がついた。昨年3,604万円の３倍超の値。

５日 お金の市中供給量673兆円 2023年末時点で過去最大

日銀は、市中に供給しているお金の総額が、

2023年末時点で前年末比6.4％増の673兆470

億円で、年末時点として過去最大と発表。日銀が

金融機関から国債を大量に買ったことが要因。

９日 2023年11月家計調査2.9％減、９カ月連続マイナス

2023年11月の家計調査によると、1 世帯

当たりの消費支出は28万6,922円、物価変

動の影響を除いた実質で前年同月比2.9％

減少と９カ月連続のマイナス。

９日 世界銀行予測、世界経済成長率2.4％、日本0.9％

世界銀行は世界経済見通で、2024年の世

界の経済成長率が2.4％と、３年連続で鈍

化と予測。日本の経済成長率は外需の落ち

込みを反映し0.9％に減速。

11日 銀行貸し出しが過去最高の2023年末580兆3,280億円

全国銀行協会の預金・貸出金速報によると、

2023年12月末時点の貸出金残高は、前年同月

比3.3％増の580兆3,280億円と過去最高を更

新。コロナ禍後の運転資金需要が根強かった。

12日 2023年12月の景気ウォッチャー調査、前月上回る

2023年12月の景気ウォッチャー調査では、景

気の現状判断指数（DI、季節調整値）は50.7Ｐ

と前月比1.2Ｐ上昇、5カ月ぶりに前月を上回っ

た。忘年会等年末の消費盛り上がりが要因。

17日 2023年訪日客消費、５兆2,923億円と過去最高

観光庁によると、2023年訪日客の旅行消費額

は５兆2,923億円で過去最高。同年の訪日客数

はコロナ禍前の2019年の８割に回復。消費の

目的別では宿泊費が最も多く、次いで買物代。

19日 消費者物価指数（生鮮食品除く）、2.3％上昇

2023年12月の消費者物価指数（CPI、2020年

＝100）は生鮮食品を除く総合指数が106.4

となり、前年同月比で2.3％上昇。生鮮食品と

エネルギーを除いた総合指数は3.7％上昇。

24日 2023年輸出額が初の100兆円超と過去最高

2023年貿易統計（速報）によると、自動車の輸

出好調により輸出額が初めて100兆円を超

え、過去最高。一方、資源高の一服で輸入額は

減少し、貿易収支は９兆2,914億円の赤字。

５日 宮崎市中央卸売市場で初競り

宮崎市中央卸売市場で、水産物や青果、花

卉の初競りが行われた。仲買人たちがお目

当ての青果物や水産物を次々に競り落と

し、場内は活気に満ちた。

９日 県中小企業支援ネットワーク、県内バイヤーに商品紹介

県中小企業支援ネットワークが主催する県内バ

イヤーと地元企業をつなぐ展示会が、県防災庁

舎で行われた。食料品、工芸品を手がける39事

業所が出展し、県内バイヤー約100人が訪れた。

10日 子牛初競り平均52万円台、価格低迷続く

子牛の初競りが宮崎市・ＪＡ宮崎中央家畜

市場で行われ、初日の平均価格は前年より

11万6,619円安い52万3,232円。依然とし

て子牛の価格低迷が続く。

11日 小林、えびの市と高原町が公立病院経営強化プラン素案を公表

小林、えびの市と高原町は公立病院の経営強

化プランの素案を公表。いずれも公立３病院

が共同で「地域医療連携推進法人」の設立を

目指すことを盛り込み、重点課題としている。

12日 2023 年県内企業倒産 32件、うち新型コロナウイルス関連９件

東京商工リサーチ宮崎支店によると、2023

年の県内企業の倒産件数は前年比９件増の

32件、負債総額は30.5％減の28億8,600万円。

このうち新型コロナウイルス関連は９件。

15日 本県完熟きんかんの初競り、１キロ20万円

本県ブランドの完熟きんかん「たまたま」と

「たまたまエクセレント」の初競りが開催。東

京市場では、「たまたまエクセレント」１箱

（１キロ）が過去最高の20万円で落札された。

16日 九州11地銀、半導体振興へ協定締結

九州・沖縄の地方銀行11行は、地元半導体産業

の振興に向けた「新生シリコンアイランド九州」

を実現すべく連携協定を締結。地元企業のサプ

ライチェーン（供給網）への参入を後押しする。

22日 千葉ロッテマリーンズ、都城市でキャンプ実施を発表

プロ野球・千葉ロッテマリーンズは2025

年２月の２軍春季キャンプと同11月の秋

季キャンプを都城市で行うと発表。観光、経

済効果は大きく地域活性に期待が集まる。

25日 本県出生数 初の７千人割れ、死亡最多１万6,315人

県によると、2023年の本県の出生数は6,552

人と初めて７千人を割り込んだ。一方、同年

の死亡数は１万6,315人で、県の統計が残る

中で最多。「自然増減」は9,763人のマイナス。


